
　

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期
本剤の

使用回数
使用方法

硫黄を含む
農薬の総使

用回数

銅を含む農薬の
総使用回数

疫病 ４００～８００倍

うどんこ病 ８００倍

葉かび病 ５００倍

すすかび病 ５００倍

疫病 ４００～８００倍

うどんこ病 ８００倍

葉かび病 ５００倍

すすかび病 ５００倍

晩腐病

褐斑病

べと病 ８００倍

ミニトマト

トマト

- -

１００～３００Ｌ
/10a

ぶどう
２００～７００Ｌ

/10a
４００～８００倍

散布- -

サンケイ化学 農薬登録情報
園芸ボルドー

適用拡大登録取得のお知らせ

弊社登録製品『園芸ボルドー』が平成２５年６月１２日付
けで下記のように適用拡大されました。

【適用病害虫の範囲または使用方法の変更の内容】

・作物名「トマト」の適用病害虫名「すすかび病」を追加。
・作物名「ミニトマト」の適用病害虫名「すすかび病」を追加。

【適用病害虫の範囲および使用方法】

登録番号 ： 農林水産省登録 第４４０７号（登録会社：サンケイ化学(株)）
有効成分 ： 塩基性塩化銅（銅として35.0％）・・・61.0％

硫黄・・・25.0％
毒性 ： 普通物（毒劇物に該当しない物を指していう通称）

販売エリア ： 全国

【変更後】 変更作物の



変更後
（５）いちご及びぶどうに使用する場合、連用散布により葉に薬害を生じるおそれがあるで、注意すること。また、

果実に汚れが残るおそれがあるので、着果期以降の散布は注意すること。

追加
（１） 散布液調整後はできるだけ速やかに散布すること。

（４） マシン油乳剤との混用は避けること。

（８） なしに使用する場合、若葉の頃の散布は薬害を生じるおそれがあるので、有袋栽培の大袋掛以降、新

梢の伸びが停止してから散布すること。また、二十世紀以外の品種では果実着生時の散布は薬害を生じるお

それがあるので避けること。
（９） 新梢、葉に対する薬害軽減のため、銅に弱い品種や薬害の出やすい時期に使用する場合は、必ず炭酸
カルシウム水和剤を加用すること。
（１０）そらまめ、未成熟そらまめへの使用は薬害を生じるおそれがあるので避けること。
（１２）本剤の使用に当たっては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、特に初めて使用する

＜注意事項について＞

本社 技術普及部 TEL：０９９－２６８－７５８８

東京 技術普及部 TEL：０３－３８４５－７９５１
深谷 技術普及部 TEL：０４８－５５１－２１２２

使用上の注意事項については製品に貼付のラベルをご参照下さい。


